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自分らしい“いきかた”フェスタに参加して
　11月17日（日曜）に、周南市学び・交流プラザにて、【自分らしい “いきかた” フェスタ】が開催
されました。このフェスタは、どこでどういう最期を迎えたいか、元気なうちに「人生会議」をおこなっ

ておくことで、介護・医療の在り方を考えましょうと呼びかけるもので、350人と多くの方が参加し

てくださいました。

　まずは、玉置妙憂氏をお招きし、「元気なうちから自分らしさを考える」と題してご講演をいただ

きました。その後、場所をメインアリーナにうつして、医療介護の様々な職種がそれぞれの専門職を

活かし、体験・相談・展示といったブースを出展しました。

　薬剤師会も、ブースを出展し、「おくすり相談コーナー」でおくすりについての様々なご質問をお

受けしながら、補助器具やおくすりカレンダー等の展示コーナーで、おくすりを飲みやすくしたり飲

み間違いを防いだりといった方法のご紹介をさせていただきました。「かかりつけ薬剤師」や「ご自

宅に薬剤師がお伺いしてお薬の管理をします」といったパンフレットもお配りし、「人生会議」の際

に薬剤師も薬の専門家として関わる事ができるという事も周知できたのではないかと思います。

　今後もこのような活動を通じて、医療・介護の連携の中での薬剤師としての役割を広めていけたら

と思います。また、何かおくすりの事で気になることや、疑問・質問等ございましたら、お気軽に薬

剤師にご相談ください。
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第14号徳山薬剤師会だより徳山薬剤師会だより結核は過去の病気？
いいえ。「現代」の病気です。

医療や生活水準の向上により、薬を飲めば完治できる時代になりましたが、過去の病気と
思っていたら大間違いです。今でも全国では１日に 43人の新しい患者が発生しています。

結核は、病気について正しく知り、行動していればそれほど怖がる必要はありません。
正しく知ることが予防の第一歩です。

山口県周南健康福祉センター　地域保健班　☎0834－33－6425

○咳が２週間以上続く　　○痰がでる　　　○急に体重が減る
○食欲低下　　　　　　　○微熱が続く　　○胸痛
○寝汗をかく　　　　　　○呼吸困難

平成３０年中に新たに「結核」と診断・登録された人はどれくらいいるの？

結核になったらどんな症状がでるの？

定期的に健康診断を受けましょう。

全国 山口県

新登録患者数
＜新たに結核と診断され
　　　　登録された患者＞

罹患率（人口10万対）

15,590人

12.3

160人

11.7

２週間以上咳や痰が続くようでしたら、医療機関を受診しましょう。
　早期発見は、本人の重症化を防ぐだけでなく、大切な家族や職場等へ
の感染拡大を防ぐためにも重要です。
　特にお年寄りは体のだるさや微熱が続いたり、急に体重が減ってきた
りしたら、咳がなくても結核の可能性があります。心当たりのあるとき
は早めに医療機関を受診しましょう。

毎年１回は、健康診断を受けましょう。
結核だけでなく、他の肺疾患の早期発見につながることがあります。
結果が「要精密検査」の場合は、必ず精密検査を受けることが大切です。
65歳以上の人には、「感染症法」により結核検診の受診義務があります。
市で行われている「肺がん・結核検診」を利用できます。

減ってきてはいますが、
今でも静かにしぶとく
流行っています。

2020年までに罹患率　
10以下を目指しています。

かぜ？
もしかしたら
結核かも


